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１．組織の概要 

        ⑴ 事業者名及び代表者氏名 

           株式会社池下組 

           代表取締役  池下直人 

        ⑵ 所在地 

           本社：兵庫県川西市寺畑 2 丁目 3 番 7 号            

        ⑶ 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

           環境管理責任者  代表取締役  池下直人 

           環境管理担当者  工務課  池下侑斗 

           連絡先：TEL 072－757－0818 

                   FAX 072－759－5586 

        ⑷ 事業の概要 

           建築工事設計施工およびコンサルタント業務 

     土木工事施工、造園工事設計施工、構造物解体 

        ⑸ 事業規模 

           年間売上高  9 億 2915 万円（2021／7 ～2022／6） 

            

 合計 

総従業員 

2020.5.1現在 
10 人 

延べ床面積 228.21 ㎡ 

敷地面積 175.7 ㎡ 

 

        ⑹ 建設現場等の概要 （2021／7 ～2022／6） 

           元請工事  126 件 

           下請工事  100 件          

        ⑺ 事業年度  7 月～翌年 6 月 

(8) 主な環境負荷の実績 (2022 年度) 

項目 単位 環境負荷の実績 主なもの 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 114.810 電力・ガソリン重機燃料 

廃棄物排出量 トン 941.756  

  一般廃棄物 トン 1.146 事務所ゴミ 

  産業廃棄物 トン 940.610 コンクリート塊 

総排水量 ㎥ 177 工事用水を含む 

      電力の二酸化炭素排出係数；0.334 kg-CO2/kWh 

      化学物質の使用ありません 

 

 

 

 

 

 

 

２．対象範囲（認証・登録範囲） 

  事業活動：建築工事設計施工およびコンサルタント業務 

     土木工事施工、造園工事設計施工、構造物解体 

    対象事業所：本社 
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【推進組織図】         代表者：池下 直人 

 

環境管理責任者：池下 侑斗 

 

           

  総務部長   工務課長                       

 

各協力業者     各作業所長   

【役割・責任・権限】 

 役割・責任・権限 

代表者(社長) 

①代表者として環境経営全般に関して責任と権限をもつ 

②環境方針を策定し、従業員に周知させる 

③資源（人・もの・金）の用意をする 

④エコアクション 21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する 

⑤環境管理責任者、環境委員等を任命する 

環境管理責任者 

①エコアクション 21 建設業向けガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを

構築し、実行し、環境面の実績を向上させる 

②上記の結果を社長に報告する 

③EA21文書類の承認をする 

④環境委員会の委員長として EMS全般の舵取りを行い、実行を推進する  

部門長及び 

全従業員 

①自部門の環境目標、環境活動計画の達成と実績の把握を行う。 

②環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する 

③自部門に関連する法規制等を順守する 

④自部門の教育・訓練を実施する 

⑤社内外の環境情報の収集と伝達をする 

⑥自部門の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する 

作業所長 
① 作業所における EA21実行責任者を兼ねる。 

作業所の環境目標、活動計画の達成と実績の把握を行う。ほか 

 

環境経営方針 

株式会社池下組 環境経営方針 

 

当社の経営理念の一つである「快適で豊かな環境の創造に寄与する創意工夫により技術の向上を図り社会に貢

献する。」に沿って、地球環境問題と事業の発展を両立させる建設活動に努めます。 

 

１．事業活動に伴う環境負荷の低減、並びに施工時における環境配慮に努めます。 

(1) 電力及び燃料の使用による二酸化炭素排出量の削減 

    (2) 総排水量の削減 

(3) 廃棄物排出量の削減 

  (4) 環境に配慮した工事の推進     

２．関係する環境法規等及び地元との約束を遵守します。 

３．環境経営システムの継続的改善を図ります。 

４．本方針を全従業員及び協力会社社員に周知させ、社外へも公開します。 

                                                          制定日：2020 年 4 月 1 日 

株式会社池下組 

代表取締役 池下 直人 
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４．環境経営目標 

当社における環境目標と実績は以下の通りです。 

           年 度 基準値 2022 年 2023 年 2024 年 2025 年 

  項 目 実績 目標 実績 
達成

率 
評価 目標 目標 目標 

電力による二酸化炭

素削減※1 

kg-CO2 5,723 5,551 7,285 76% × 5,551 5,494 5,437 

                  

基準年

度比 
   △3% 

 
  

 
△3% △4% △5% 

重機燃料（軽油）によ

る二酸化炭素削減 

kg-CO2 116,552 113056 78381 144% ○ 113,056 111,890 110,724 

                  

基準年

度比 
   △3%       △3% △4% △5% 

自動車燃料（ガソリ

ン）による二酸化炭素

削減 

kg-CO2 27,362 26,541 29,143 91% × 26,541 26,268 25,994 

                  

基準年

度比 
   △3% 

 
    △3% △4% △5% 

一般廃棄物の削減 

kg 1,224 1,187 1146 103% ○ 1,187 1,175 1,163 

                  

基準

年度

比 

   △3% 
 

  
 

△3% △4% △5% 

産業廃棄物の削減（リ

サイクル率向上）※2 

％ 84 87 98 101% ○ 87 87 88 

                  

基準年

度比 
   +3%       +3% +4% +5% 

水道水の削減 

㎥ 141 137 177 77% × 137 135 134 

                  

基準年

度比 
   △3%       △3% △4% △5% 

問題発生を未然に抑

える取組の推進※4 

% 76 78 88.2 113% ○ 78 79 80 

                  

基準年

度比 
   +3% 

 
    +3% +4% +5% 

※1：電力の二酸化炭素排出係数：0.334 kg-CO2／kWh（2018年度 関西電力、調整後排出係数） 

※2：産業廃棄物のリサイクル率の向上；再生量(918.2t)÷発生量(940.6t)＝98％ 

※3：化学物質の使用はありません 

※4：請け負った工事ごとに、現場代理人が「騒音・振動」、「水質汚濁」、「大気汚染」、「建設廃棄物」に関する

取り組みを項目ごとに点数評価し、下記の計算式でポイントを算出する。 

 ポイント（％）＝100×工事数×評価点数（実績）/工事数×評価点数（満点（4）） 
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５．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の 

環境経営計画 

 

№ 
環境経営目標 

(環境経営方針との関連) 
環境経営計画の概要 

環境経営計画の実績 

（2021／7～2022/6） 
次年度の環境経営計画 

1 

電力使用量の削減 

本社 

(CO2 排出量削減) 

・昼休みの消灯 

・空調設定温度の励行 

・部分消灯及びこまめな消灯 

・離席時のパソコンＯＦＦ 

目標： 5551(kg-CO2) 

実績：7285(kg-CO2) 

達成率：76%(×) 

コロナ禍の

ため電力は

昨年に比べ

増加 

照明設備の節電と残業

時間の削減をめざす。 

2 

自動車燃料の削減 

ガソリン 

(CO2 排出量削減) 

 

・急発進の防止 

・アイドリングストップ 

・相乗りの徹底 

・適正空気圧の確保 

目 標 ：

26,541(kg-CO2) 

実 績 ：

29,074(kg-CO2) 

達成率：91%(×) 

近隣現場数

が多く、留ま

った。 

・更に意識を徹底させる 

3 

重機燃料の削減 

軽油 

(CO2 排出量削減) 

 

・アイドリングストップ 

・作業内容に応じたアクセルワー

クの実施 

目 標 ：

113,056(kg-CO2) 

実績：78381(kg-CO2) 

達成率：144%(○) 

低騒音型重

機の購入に

よりリース

使用が減っ

た 

・作業内容に応じたアク

セルワークを心がける 

4 

産業廃棄物の削減 

(ﾘｻｲｸﾙ率向上) 

 

・建設現場での分別強化 

・金属くずの容器新設 

目標：87％  

実績：98％ 

達成率：113%(○) 

産廃の混載

削減が必要 

・分別を更に徹底して金

属くず容器を全現場に

設置する 

5 
一般廃棄物排出量の

削減 

・コピー用紙の裏紙使用 

・一般廃棄物分別の徹底による再

資源化の推進 

目標：1187kg  

実績：1146kg 

達成率：103 %(○) 

ペーパーレ

ス化の意識

改革に成功

した。 

・コピー機に裏紙専用ト

レイを設ける 

6 総排水量の削減 

・流しっぱなしの防止 

・節水意識の向上 

・節水ステッカー貼付 

目標：137㎥ 

実績：177㎥ 

達成率：77%(×) 

水道使用が

社員の増加

により増え

た。 

・漏水の点検を２ヶ月毎

に実施する 

・散水は井戸水を使用す

る 

7 
問題発生を未然に

抑える取組の推進 

・工事における下記の環境配慮活

動の実施 

(1) 騒音・振動の低減 

(2) 水質汚濁の防止 

(3) 大気汚染の防止 

(4) 建設廃棄物のリサイクル 

目標：78(%) 

実績：79.6(%) 

達成率 102(%)(○) 

以前からの

意識を継続

して行う。低

騒音型の使

用など。 

・工事における環境配慮

活動を更に徹底する 

（実施体制）変更しない 

(注；○；目標達成、 ×：目標未達成) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 6 

 

 

 

６．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 

 

（１）当社に適用される環境関連法規等の遵守状況 

下記の通り環境関連法規及び条例等を事業所、建設現場ともに遵守しており、違反はありません。また関

係当局より違反等の指摘も過去５年間ありません。 

 

№ 適用される法律名 順守すべき内容 遵守状況 

1 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 収集運搬・処分業者との適正な契約並びに業者の許可証有

効期限の確認 

マニフェスト伝票の管理（A. B2. D. E） 

廃棄物置場の表示と保管基準の遵守 

遵守 

 

遵守 

遵守 

2 
騒音規制法 特定建設作業の届出 

敷地境界線での規制基準 (騒音)  85 ㏈の遵守 

遵守 

遵守 

3 
振動規制法 

 

特定建設作業の届出 

敷地境界線での規制基準（振動）75 ㏈の遵守 

遵守 

遵守 

4 消防法 消火器の設置 遵守 

5 
建設工事に係る資材の再資源化等に関する

法律 

対象建設工事の届出 

再資源化の完了報告 

遵守 

遵守 

6 フロン排出抑制法 
ｴｱｺﾝ用屋外機の自主簡易点検(3 か月以内毎) 

点検記録の保存 
遵守 

7 石綿障害予防規則 石綿等の使用の有無を調査、記録。作業計画を策定 遵守 

8 大気汚染防止法 工事実施前に特定工事に該当するか否かの調査を行う 遵守 

9 
自治体との災害時応援協定 災害発生時に応援派遣する 設備・体制 

確認 

※紙面の都合のため、主要な遵守すべき内容を抜粋し、簡略的に記載しており、詳細は「環境法規則等一覧表兼

順守評価記録」で管理している。 

 

（２）環境関連訴訟等の有無 

環境関連訴訟等に関して過去 5年間に１件も発生しておりません。        

 

７．代表者による全体評価と見直し・指示 

  エコアクション 21 環境経営システムを運用して１年が経ち、社員の意識が変わってきていることは評価でき

る。これらの環境目標の達成はコストダウンにも直結しているので、是非継続実施をしてもらいたい。  

  事業主様、周辺住民及び協力会社に対しても全面的な協力を得る必要があるので、全社員が率先して意識改革

を行い取組目標に挑戦することが重要である。またコンプライアンスについては、騒音・振動・水質汚濁等当社

の事業の性格からみても特に留意して業務を遂行すること。 

 次年度には活動の成果が表れることを期待している。社員が共通認識を持てるように、社内共有の場をさらに設け

ていくとより良い結果が予想される。まずは社員の意識改革が必要。 

 

【改善のための指示事項】 

 今回の計測では、前回の数値と異なり正しい数値を計測できた。今後の活動に活かせるように、社内での引継

ぎ、具体的な環境目標を定め、来期は全数値での向上を目指すよう期待する。 

 

（実施日）2022年 10月 30日 

株式会社 池下組 

代表取締役 池下 直人 
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環境経営方針    ■変更なし □変更あり 

環境経営目標・計画 ■変更なし □変更あり 

実施体制      ■変更なし □変更あり 


